
術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者術士第一次試験合格者及び相当者((併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。併せて｢修習技術者｣という。))
が、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められが、技術士第二次試験の受験資格を取得するためには、定められ
た方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならないた方法により定められた期間実務経験を習得しなければならない((
法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号法６条第２項第２号))
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技術士、技術士補への道



技術士補と修習技術者

技術士補：国家資格
　　　　　　→就職時、就職後にメリットがあるかも?
　　　　　　　（会社によっては資格手当が出る）
　　　　　　他は修習技術者と同じ。

修習技術者：技術士補と同様とあるが、国家資格ではない。
　　　　　　所定の実務経験を経ることで技術士試験を受け
　　　　　　られる。

各メリットは基本は自分自身で探す!
→例、運転免許を持っていたとして、そのメリットを聞くでしょ
うか？



技術士補登録への道～1～
公益社団法人　日本技術士会のページから、所定の書類
をダウンロードし、必要に応じて記入・提出書類を揃えて
技術士会に送付して下さい。



技術士補登録への道～2～
登録にあたり、最も高いハードルはこちら。

補助しようとする技
術士（いわゆる保証
人みたいな方）を探
すのが大変
→修士の間に登録
する際には、自分
の研究内容と近い
技術士にお願いす
る必要有り。

しかしメリットは…



技術士補登録証

JABEEコースにて所定の単
位を修得し、大学を卒業す
ると、技術士補登録が可能。
→修士の間に登録が出来る。
右は修士の間に登録した学
生さんの実際の登録証。
…4年で卒業後に就職した
場合でも一応可能だが、大
体は会社が忙しくなって、
JABEEコース卒業の事実も
忘れる人がほとんど。



まとめ

JABEEコースで卒業すると、「技術士補の登録」が可能、
ただし本人のやるき次第。
…登録料、各種書類等は必要。

技術士補は国家資格であることを忘れないように。
→有為な資格と思って良し。
→ちなみに、1次試験は一般的な大学院試験と同程度の
　　難易度。かなり難しい。


